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㈱ISA高崎支店の教育旅行添乗員のバレスター・あゆみさんが毎日送ってくださった報告書の続編です。 

【長野西高等学校 海外語学研修 ４日目報告書】 

研修４日目は肌寒い朝でした。ひんやりと冷たい空気に包まれながら、学生寮から朝食会場へ向かいます。半

袖では寒く感じるほど。まさに、イギリスらしい夏の朝でした。午前中は、オックスフォード市内で Treasure 

Hunt に挑戦しました。昨年までは日本人生徒だけで取り組んでいましたが、今年は日本、イタリア、ポーラン

ドの生徒で４人ほどの混成チームを編成。地図をじっくり確かめる人、目についた方向へまず歩き出す人、通行

人に尋ねる人。同じ答えを探しているはずなのに、その過程は驚くほど異なります。自分たちだけなら一言で決

まることも、国籍が混ざれば簡単には進みません。宝を探すはずが、いつの間にか互いの「普通」の違いを発掘

する時間となりました。それでも、困っている西高生に優しく声を掛け、一緒に答えを探してくれる生徒もいま

す。思いどおりにならない相手と、どのように折り合いをつけて一つの課題へ向かうのか。英語の問題集には載

っていない問いが、オックスフォードの街中に転がっていました。 

午後はクラスごとの英語レッスンです。授業が始まって２日目となり、クラスメイトの話し方や授業の進み方

にも少しずつ慣れてきました。しかし、同じ言葉を使っていても、相手の意図が分からないことや、自分の思い

がうまく届かないことはあります。楽しく交流できている時には考えもしないことですが、戸惑った時に黙って

やり過ごすのか、自分の気持ちを正直に伝えるのか。海外では、相手に合わせることだけが正解ではないことも

あります。授業は英語を学ぶ時間ではありますが、「英語」だけを学ぶのではありません。英語を媒介して異文化

に直面し、初めて自分がどう感じるのか、どう対応すればいいのかを考え、学ぶ機会となりました。 

夜のアクティビティは、直前に加わったスペイン対フランスの World Cup 観戦と、Newspaper Fashion Show

の二本立てとなりました。生徒はどちらか一方を選んで参加します。スペイン人とフランス人のクラスメイトが

いる中での直接対決ですから、静かな観戦になるはずもありません。一方、「新聞紙でファッションショウ？」

と、題名だけでは全貌が見えない Newspaper Fashion Show にも生徒たちが参加しました。文字どおり新聞紙

を切り、折り、巻き付け、衣装へ変えていきます。最初は頭上に浮かんでいた大きな「？」も、制作が始まれば

どこへやら。デザイナー、装飾担当、モデルと役割が分かれ、最後は完成した衣装をまとってランウェイへ。新

聞紙の可能性を誰より真剣に追究する一同です。終わった後には「楽しかった！」という声が上がり、同じ会場

にいたアフリカ地域から参加している生徒とも交流が広がりました。サッカーに興味がなかったから選んだ場所

で、思いがけない友人に出会う。予定表には書かれていなかった成果です。ちなみに優勝トロフィーも新聞紙で

できていました。 

異なる文化を持つ人と過ごせば、楽しいことばかりではありません。言葉が通じない悔しさ、相手の態度に傷

つくこと、自分の常識が通用しない苛立ち。思いどおりにならず、涙がこぼれることもあります。しかし、そこ

で「仕方がない」と飲み込むだけでは、自分を守ることはできません。良い関係を築くためにも、嫌なことには

嫌だと伝え、助けが必要なら言葉にする。その一歩もまた、英語で人とつながるために必要な力です。Treasure 

Hunt で探していた答えには正解がありましたが、人との関わり方には一つの正解がありません。だからこそ、

この研修では、失敗し、悩み、時に涙を流しながら、自分なりの答えを模索して欲しいと思います。 
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トレジャーハントでオックスフォードの街を大捜索！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大盛況のファッションショウ 

 

 

 

                   新聞紙のドレスをまとって    小物も全て新聞紙作！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【長野西高等学校 海外語学研修 ５日目報告書】 

 

研修も５日目を迎え、オックスフォードでの生活が少しずつ日常になってきました。学生寮からキャンパスま

での道も迷うことはなく、慣れた足取りで歩いていきます。一方で、「日本食が恋しいなぁ」という声も少しずつ

聞こえ始めました。初めて口にした細長いお米に驚き、「やっぱり日本のお米は美味しいね。」と改めて考えたり、

初めて口にしたマトンの独特な風味に苦戦したり。普段当たり前に食べていたものが、決して世界の"当たり前"

ではないことに気付かされました。毎日の食事もまた、その国ならではの文化に触れる貴重な機会です。 

授業にも少しずつ慣れ、教室には笑顔が増えてきました。イタリアの生徒とペアになり、お互いの国ならでは

の表現（idiom）を教え合うクラスでは、「そんな言い回しがあるんだ！」と興味津々。英語だけでなく、それぞ

れの国の文化や考え方にも触れる時間となりました。日本語では何気なく使っている言葉でも、国が変われば表

現も、込められた意味も少しずつ変わります。「英語を勉強する」のではなく、「英語を使って文化を知る」。そん

な授業だったようです。「昨日より話せた」「勇気を出して自分から話しかけられた」という言葉が、日々の成長

の証に思えます。 

昼食の時間には、自分から他国の生徒へ声を掛け、SNS のアカウントを交換し合う姿も、日常の一部になって

きました。「Are you busy with something?」と覚えたばかりの表現を早速使ってみた生徒もいます。伝えようと

する気持ちが会話を生み、新しい友人との出会いにつながっていました。ハンターの目つきは少しずつ影を潜め、

10 代らしい交流を繰り広げる姿へと変わってきました。 

午後はカレッジ近くの公園でスポーツアクティビティをしました。バレーボールで汗を流す生徒、卓球でラリ

ーを続ける生徒、アクティビティリーダーと綱引き（！）をする生徒も。運動は No, thank you な生徒は、芝生

の上で熱い暑い（？）トランプの勝負を繰り広げます。気付けば国籍を問わず一緒に体と頭を動かす姿があちら

こちらで見られました。バスケットボールでは部活動さながらの真剣勝負が繰り広げられる一方、UNO では「日

本語禁止！喋ったらカード取るんだよ！」とこちらも負けないほどの盛り上がり。同じ公園でも、それぞれが自

分らしい時間を過ごしています。英語が得意だから仲良くなれるのではなく、「一緒にやろう。」その一言があれ

ば十分。スポーツやゲームは、改めて"世界共通言語"なのだと感じさせてくれます。 

夜は、イングランド対アルゼンチンの World Cup 観戦と、Karaoke Night から好きなアクティビティを選ん

で参加しました。サッカー会場ではゴールが決まるたびに大歓声。一方、Karaoke Night は、歌う人、踊る人、

一緒に盛り上げる人が自然と入り混じり、会場全体が一つのステージのような雰囲気です。「あれ？思っていた

カラオケと違う。」そうです、これはカラオケではなくキャリオケです。それもまた異文化体験の一つ。それぞれ

が自分に合った場所で時間を楽しみ、新しい交流を広げていました。 

研修５日目を迎え、「今日は昨日より前へ進めた」という言葉が目立つようになりました。ここでは、昨日でき

なかったことが、今日は自然にできるようになる瞬間があります。その変化は決して劇的ではありません。しか

し、「昨日の自分」を少しだけ超えようと積み重ねる毎日こそ、この研修で得られる最も大きな成長なのかもしれ

ません。研修もいよいよ後半戦。オックスフォードで過ごす一日一日が、生徒たちを少しずつ、しかし着実に前

へ進めています。 

 

 

 

 

 

 



「そーれ！」                    「あ、取れる！取れる！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年もバスケ部の本領発揮              穏やかな神経衰弱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カルチャーショックキャリオケ            歌い終わったらハイタッチ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真剣に試合の行方を見守る              試合観戦の横で、台湾留学生とお菓子パーティー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【長野西高等学校 海外語学研修 ６日目報告書】 

 

研修６日目の朝も、オックスフォードは半袖では少し肌寒く感じるほどの涼しさでした。ところが、朝食を終

えて活動を始める頃には、青空が広がり、気温もぐんぐん上昇。イギリスの夏は、一日の中で季節を少しずつ着

替えているようです。カフェテリアに集まる足取りは、初めてキャンパスに来た頃とは違っています。いつもの

朝食。いつものブレッド、フルーツ、シリアル。勝手知ったる我が家のようにくつろぎます。見渡すと、他国の

学生と食卓を囲み、英語で会話を楽しむ姿がある一方、いつもの仲間と集まり、日本語のおしゃべりに花を咲か

せる西高生も。初めてキャンパスに来たあの時と変わらないおしゃべりです。安心できる場所へと集まる気持ち

は自然なことですが、世界各国から同年代が集まる環境にいながら、西高生同士でいるのはあまりにももったい

ない。英語を使う機会は、誰かが席まで運んできてくれるものではありません。 

午前中に訪れたのは、Magdalen College です。オックスフォード大学には一つの大きなキャンパスがあるの

ではなく、街の中に点在する独立したカレッジが大学を形づくっています。中世、学生たちが暮らしながら学ぶ

寄宿施設として生まれたカレッジが発展し、現在のオックスフォード大学につながりました。Magdalen College

は 1458 年創立。その名は聖書に登場するマグダラのマリアに由来します。 青い空の下、歴史ある石造りの回廊

を囲むように白い紫陽花が咲き、硬質な建物と柔らかな花のコントラストは見事。チャペルの彫刻を見上げ、中

庭を歩き、鹿の暮らす広大な敷地を巡ります。大学というより、物語の中へ入り込んだような空間です。しかし、

ここも誰かにとっては日々通う学び舎。観光客として眺める私たちの横で、何百年もの歴史が今も現役で使われ

ています。「すごいね、こんな場所で勉強している学生がいるんだね」と思わずため息が漏れます。 

授業が終わり、夜のアクティビティに移動する前に研修の振り返りを行いました。日本で立てた研修の目標を、

今も覚えているか。毎日を全力で過ごしているか。このまま帰国して、本当に後悔しないか。毎日記している日

記には「明日はもっと話しかけたい」「明日は頑張りたい」という言葉が並びます。会話のきっかけは目の前にあ

るのに、自分から手を伸ばさなければ、機会は何事もなかったように通り過ぎます。居心地の良い西高生のグル

ープから離れて一人になることは、勇気がいることかもしれませんが、仲間から少し離れた時に初めて、誰かへ

声を掛ける一歩が生まれます。「明日は」ではなく、今日。帰国してから「もっとやっておけばよかった」と気付

いても、オックスフォードでの一日は戻ってきません。この研修で自分は精一杯やり切ったと胸を張って帰国で

きるように残りの時間を過ごしてほしいと思います。 

そんな話をした後には恒例のDisco Night！200名近くの生徒がカレッジからオックスフォードに向かいます。

バス停でバスを待っている時に「今日はライブでもあるの？イベント？」と道行く人が尋ねるほどの大移動とな

りました。会場のクラブに近づくにつれ、ワクワクと緊張が胸を襲います。大音量の音楽が流れ、色とりどりの

光が飛び交う店内。ほとんどの生徒が初めて訪れるクラブ。慣れない音圧と熱気に最初は圧倒されながらも、周

囲を見れば、踊り、叫び、笑うクラスメイトたちの姿があります。文法を考える必要も、次に何を話そうかと悩

む必要もありません。音楽に合わせて体を揺らし、目が合えば笑い合う。それだけで輪の中へ入ることができま

す。言葉がなくても気持ちは伝わる。DJ が叫ぶ”Make some nooooooooise!!!”の言葉とともに、忘れがたい Fun 

Night となりました。 

 

 

 

 

 

 



室町時代に創立された Magdalen College 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ため息が出るほど美しい紫陽花の回廊         いつかここで学ぶ日がくるかも！？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

踊って歌って！Disco Night！             ここがクラブ… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

店内のカウンターで出されるのは水のみ（健全！）   盛り上がったよ！楽しかったよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


